












































































で藤田講演を 1 時間、さらに私にも 30分プレゼン
テーションの時間を提供してくれた。私は即座に
データベースのP.R.をしたいと申し出た。英語が
不得意な私を慮って奥泉氏は「日本語のプレゼン
テーションでかまわない。困ったときには、優秀
な日系の大学院生が複数サポーターとしているの
で、安心して発表するように」と言ってくれた。
2009年 2 月、オープン・リサーチ・センターで
は、大学の許可を得てオンデマンド版「東亜同文
書院大旅行誌」全33巻 1 セットをシカゴ大学に寄
贈することを決めた。これは私が職員提案制度を
利用して、愛知大学60周年記念事業として復刻出
版を提唱し認められたものである。業者選定から
表紙のデザインなど一貫して任せれた初の図書館
業務以外の仕事であったo 2004年にオンデマンド
版として10セット復刻版を作成して、学内関係各
所に配布した残りは、海外の大学に寄贈してよい
と決定された内の 1 セットである。
150 
さて当日は無事にデータベースの説明を終え
た。終了後質問や意見が相次いだ。アメリカでは、
こうした東亜同文書院の雑誌などの古い資料を
入手することが非常に難しいので、まずインター
ネット上で無料検索できることはすばらしいこと
だ。しかしながら、愛知大学ではこうした貴重な
資料をデジタル化していないのか？デジタル化し
ていれば、インターネット上で全文が入手できる
ようにしてほしい等要望が出された。
これまでオープン・リサーチ・センターでは、
東亜同文書院関係全所蔵雑誌の19種類の内、 4 種
類の雑誌のデジタル化をしてきたが、残りの15種
類は予算が無くデジタル化できなかった。愛知大
学国際中国学研究センターは、 COE予算を獲得し
た際に［支那経済全書J、『支那省別全誌』、『新収
支那省別会誌J 全39巻の全文データベースを作成
しているが、残念ながらまだ公開には至っていな
い。今後の方向としては、東亜同文書院関係資料
は、愛知大学の宝なので、デジタル化の予算を獲
得して、インターネット上で全文が読めるよう大
学に働きかけていきたいとして発表を終了した。
その後シカゴ大学で、日本から出かけた一行の
歓迎会が開催され、スペシャルゲストとして南部
陽一郎（シカゴ大学学内に住宅があり、2008年ノー
ベル物理学賞を受賞）先生が参加してくださった
事は、一生の思い出となった。全て奥泉氏がお膳
立てをしてくださったのである。
（成瀬は2009年 4 月に図書館から中部地方産業研
究所へ異動した）
畠山・・・ 3 品2
ｷ:ｷ1if ':0-.-ｷ 
一‘仁志；~.－ ＂~－帽骨 1
中央南部陽一郎先生の右隣が奥泉さん、その隣が藤田教授
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